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Ver1.0.8 にて、追加された機能です。 

 

・「後方交会（放射）」、「後方交会（２円の交点）」 を追加しました。 

 

１、 計算メニュー 

     「交点・面積計算」メニューに追加しました。 
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２、計算条件 

 

   計算条件の、距離の補正計算の有無を追加しました。 

   “後方交会距離を補正する”のチェックです。 
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「ＴＳを用いた出来形管理要領」からです。 
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３、「後方交会（放射）」 

     任意の地点に測量機を設置し、既知点２点を観測します。 

    観測値より、器械点の座標値を計算します。 

    夾角を入力した時点でＢ点を後視点としＡ点からの放射で座標を計算します。 

   よって計算結果には、点 A、Bの２点間の誤差が含まれません。 

 

    （１）手入力の場合。 

点Ａ、点Ｂを指示します。 

器械点からＡ点、Ｂ点への水平距離、夾角を入力します。 

 誤差を計算し、結果を表示します 

    

   （２） ＴＳと接続して使用する場合。 

    点Ａ、点Ｂを入力後に、「点Ａ」ボタンで観測します。 

ゼロセット機能のあるＴＳの場合ゼロセットします。 

「点Ｂ」ボタンで観測します。 夾角、誤差を計算し、結果を表示します。 

     

点Ａを器械から、左側の点に指定すると内角の測定になります。 
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  後方交会にて、標高値を登録する。 

 

後方交会（放射法）にて器械点の標高を求めます。 

  この機能は、ＴＳとオンライン観測にて有効です。 

  手入力ではできません。 

手入力の場合、標高は-9999.000になります。 

 

標高値は、Ａ点、Ｂ点の各ボタンを押し測定した時点で計算されています。 

 

 

 Ａ点からの放射計算で座標を計算しますので 

標高も同様に、Ａ点からの計算で求めます。 

登録すると、この標高が器械点の標高になります。 

 

 ＩＨには、器械高を入力します。 

 ＦＨには、Ａ点、Ｂ点に設置した時のミラー高を 

入力します。 

 Ａ点、Ｂ点ボタンを押す前にＩＨ、ＦＨを入力して 

おいてください。 

 ミラー高を同じにすると間違いが少なくなると思いま

す。 
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「後方交会（放射）」から 「放射トラバース」、「杭打ち」へ継続観測ができます。 

「後方交会（放射）」にて、新しく器械点を作成し、続けてその器械点から 

放射トラバース、杭打ち測定ができます。 

後方交会のＡ点が後視点となります。 

後方交会にてＡ点の測定角は０－０－０としてください。（ゼロセット機能のあるＴＳの場合、ゼロセットされます。） 

 

 

「後方交会（放射）」から 「放射トラバース」 へ変更すると 

器械点、後視点がセットされ、そのまま観測できます。 
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「後方交会（放射）」から 「放射トラバース」での記録簿です。 

 

 

 

 

後方交会からの一連の観測データは、ＡＰＡファイルに保存されています。 
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記録簿に、測定値が記録されます。 
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４、「後方交会（２円の交点）」 

 

      任意の地点に測量機を設置し、既知点２点を観測します。 

    観測値より、器械点の座標値を計算します。 

    既知点からの距離により２円の交点計算で座標を計算します。 

    距離の精度により、誤差が大きくなるので、お勧めできない計算です。 

 

    （１）手入力の場合。 

点Ａ、点Ｂを指示します。 

器械点からＡ点、Ｂ点への水平距離、夾角を入力します。 

（夾角は誤差計算に使用されるだけなので、入力しなくても計算はできます。） 

 誤差を計算し、結果を表示します 

    

   （２） ＴＳと接続して使用する場合。 

      点Ａ、点Ｂを入力後に、「点Ａ」ボタンで観測します。 

ゼロセット機能のあるＴＳの場合、ゼロセットします。 

「点Ｂ」ボタンで観測します。 

 夾角、誤差を計算し、結果を表示します。 

    

向かって左側の点をＡ点に指示します。 

点Ａから、点Ｂに向かい右側に器械がある場合、距離

Ｐ－Ａを正の値で入力します。 

左側にある場合は、負の値で入力します。 

器械の位置は距離Ｐ－Ａの符号で調整してください。
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標高値を登録する。 

   後方交会（２円の交点）にて器械点の標高を求める。 

この機能は、ＴＳとオンライン観測にて有効です。 

手入力ではできません。 

手入力の場合、標高は-9999.000になります。 

   

 測定後に Ｐ－Ａの距離の符号を変更して器械点の位置を調整しますが、距離の変更に 

  より、標高値が変わることはありませんので従来とおり、この機能を使用してください。 

 標高値は、Ａ点、Ｂ点の各ボタンを押し測定した時点で計算されています。 

       

 

Ａ点の観測値からの器械点の標高とＢ点の観測値から求

められた器械点の標高の平均値を登録します。 

 

 ＩＨには、器械高を入力します。 

 ＦＨには、Ａ点、Ｂ点に設置した時のミラー高を 

入力します。 

 Ａ点、Ｂ点ボタンを押す前にＩＨ、ＦＨを入力して 

おいてください。 

 ミラー高を同じにすると間違いが少なくなると思います。 
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後方交会（２円の交点）の記録簿です。 

後方交会（２円の交点）から、放射トラバースや杭打ちには継続観測はできません。 
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距離の補正計算有りにした場合の、結果です。 

P-A、P-Bの距離値が変わっています。 

記録簿の距離の表示が、“平面”になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


